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書　　評
八　杉　龍　一著
r科　学　と　は　何　か』
立　川　昭　二
　いかなる学問分野でも，概論あるいは原論を書くことはむつかしい。ひとつには，そ
れはその学間の本質を間うことであり，たとえば生物学の一領域の専門研究よりも，r生
命とは何か」を問うことの方がむつかしい，という理由によ乱概論のむつかしさのも
ひとつは，その学間に広く通廃しているとともに，深い洞察をもっていなげれぱたらな
いからである。概論は概説とはちがう。知識の寄せ集めではなく，その学間の本質にた
いする深い洞察がなげれぱならない。その分野の研究者なら，だれでも概論が語れると
いうものではない。いわんや自然科学の全体を包括し，r科学とは何か」を問うことは
至難のわざである。Lかし，それをだれかが語ってくれなげれぽ，私たちは科学研究の
遣を見失うことにもなりかねない。
　本書は，進化学の専門研究をとおして生物学史から広く科学史に通暁され，科学思想
家としてすでに令名高い薯老が，永年の学間的体験をふまえ，あらためて自然科学にた
いして深い洞察を加えられ，筆を執られた科学概論である。一見，大学の教科書風に見
えるが，たんなるテキストではなく，熟読すれぱ，おだやかな文面から，薯老の並メた
らない気迫がうかがえる。
　本書は2部にわかれている。第1部では，r自然科学の歴史」がまず語られる。自然
科学の方法について考えるぱあい，その方法が歴史的にどのように成立してきたかをふ
りかえることが，その方法の理解に近づきやすいこと，また適切な事例にかんする知識
を選びとっていくのに好都合である，という理由からである。
　したがって，本書の前半は科学史概説の体裁をとっているが，たんなる通史ではなく，
論証的・演緯的・思弁的な古代・中世の科学から，いかにして実証的・帰納的・実験的
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な近代科学が成立したのカ㍉　その過程を明噺に検証していくことに力点がおかれている。
　そのI「科学史の概観と古代・申世の科学」において，たとえぼローマの医学者ガレ
ノスについて，っぎのように語っている個所などは，げっして気軽に読みすごせる文章
ではない。
　　r地上の運動は直線的であるというアリストテレスののべた観念はガレノスを支配
　しており，血液の循環という考えはまったく浮かんでない。またガレノスは，空気の
　なかにあるプネウマという精のようなものが呼吸でからだにはいり，それが血液に取
　りこまれて生命のもとになるとした。全体としてアリストテレスの目的論的な考えが，
　ガレノスの中心思想になっている。それだけにのちしだいに普及してきたキリスト教
　の信仰とはむすびつきやすかった。」
　また，中世科学の章において，中副こ古くから技術の発達があったのに，ヨーロッパ
的た科学が生まれなかった理由にふれ，仏教や儒教など東洋的宗教では人間カ泊然と対
立しないので，白然を客観的に見る態度が生まれなかったからである，とさりげなく重
要な指摘をカロえる。
　っいで，その皿r近代科学の発展」において，いよいよ本書の白眉ともいうべき近代
科学が，五期に時代区分されて詳述される。
　まず第1期の15世紀一17世紀にかけての科学革命が天文学ではじまった理由は，それ
が人聞の世界観の柱をなす宇宙像を与えるものであるとともに，天文学はつねに数値を
扱い，自然現象を数量的に研究する学問の代表であったからと説き，「天体の幾何学か
ら天体の力学へ」という科学革命のドラマを，ガリレオやニュートソの研究方法を比較
検討しながら描出していく。
　っいで第2期の18世紀後半一19世紀前半は産業革命蒔代の科学として，電磁気学の発
展，近代的な化学・地質学・生物学の成立の様相が語られるが，なかでもヴェーラーの
尿素の合成が，無機物から有機物を合成したということで，生命観の歴史のうえで重大
な事件であったと位置づけられている。
　第3期の19世紀前半一19世紀末は技術とりわけ電気技術の急速な発展期で，それを背
景に物理学・化学がいよいよその進歩の速度をはやめ，生物学ではダーウィソの進化論，
また医学ではバストゥールらの病原徴生物学が登場し，生命現象が物理化学の現象に還
元されるという考えが生まれたことが強調される。
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　第4期は19世紀末一20世紀前半の第2次産業革命の時期で，薯老はこの時代をr科学
の世紀的転回の時代」と呼んでいる。物理学では相対性理論や量子力学が生まれ，現代
人の世界観に重大な問題を提起し，また生物学の分野では実験生物学が登場し，生化学
の出現が生命機械論にさらに重要な根拠を与えることになったと説く。
　そしてさいごの第5期が1940年以後の現代史であるが，第2次世界大戦を契機として
生まれたサイヴァネティクスの理論や電子計算機の発達にさそわれて情＝報科学が現代杜
会を大きく変えていき，生物も自動制御機械とみなす立場がおし進められ，いっぽう生
命現象も分子レベルで解明する分子生物学により，遺伝子の実体がDNAとして確認さ
れ，生命機械論の立場はますます強化されていると結ぱれる。
　こうして，白然科学の生い立ちを概観し，近代科学の特質と方法を視野におさめたと
ころで，著老は第2部の「自然科学の本質と方法」という間題に読者をいざなう。この
第2部もI　r自然科学の方法」と皿r科学の哲学」の2部にわかれている。
　r自然科学の方法」では，まず科学研究の課題が発見と説明であることを説いたあと，
科学研究の方法的手つづきについて，記述と分類・観察と実験・概念と法則・仮説と理
論・分析と綜合といった項目にわたって詳述する。この場合，こうした項目について，
ただ羅列的に比較説明するのではなく，つねに第1部で見てきた歴史的事実にもどりな
がら例証していく。たとえぱ，概念と法則とのあいだには相互的な関係があることにふ
れ，「オームの法則は電流・電圧・電気低抗の概念を用いてあらわされ，メソデルの遺
伝法則では支配・分離比・優性・劣性などの概念が顔を出し，また振子の現象にかんす
る法則が認識されて，等蒔性の概念が成り立ち，概念は法貝uのまとめであり，概念の再
吟味は新たな研究の出発点となる」と説く。
　あるいは，法則と因果性との関係についてふれる場合も，rニュートソカ学は，この
世界に厳格な因果性が成り立っているという概念を普及させたが，量子的世界では因果
関係は確率的にしか成り立たないことを示し，因果性をめぐる哲学的議論に重犬た間題
を提起した」ことを指摘するという工合である。
　このように科学的方法のおもな手つづきについて個別的に検討したあと，いよいよ
r科学とは何か」について，皿r科学の哲学」という最終章において，ふたたび歴史に
もどって，具体的な思想にふれながら論じられる。したがって，ここでは第1部ではふ
れられなかったべ一コソやデカルトあるいはライブニソツやロックカミ科学革命期の科学
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思想としてとりあげられたあと，18世紀の代表的な科学観としてヒューム・カント・フ
ランス唯物論・ドイツ自然哲学が，また19世紀一20世紀においてはコソト・ミル・マッ
ハ・弁証法的唯物論・プラグマティズム・ウィーソ学団たどの科学思想が，公平な立場
で綿蜜にとりあげられ，おのずとr科学とは何か」の問いに答えていく。
　いっぽう，ニュートソが物理学的世界にかんし最初の起動着として神の手を認めたこ
と，また同時代の化学着ポイルが科学と宗教との調和を考えていたことを明示され，さ
らにヨーロッバ語の法則の語原は〈神によっておかれたもの〉つまり〈おきて〉である，
という一句を挿入されているあたり，ハッとさせられる。
　以上，書評というよりは，読後のメモをつづったにすぎないが，こうして本書にみち
びかれ，近代科学の壮大なファサードとその内奥に案内されると，西欧の近代科学なる
ものが薄手の科学主義にすぎないなどという舌たらずの妄言を黙殺するにたる芯の強い
ものであることを，あらためて教えられる百
　　　　　　　　　　イノターナル．ヒスト咀■　本書はいわぱ科学の内部史であり，ひるがえって科学が生身の人間や杜会にと
ってどのようにかかわり，それがどのような意味があるのかといった外都史については
ひとまずおき，ともかく現代を支配している西洋近代が生んだ自然科学そのものへの内
たる旅を試み，自然科学の本質と方法とを真正面から鋭く深く問うたものである。
　学間の入口に立つ者はもとより，専門に深入りした研究老にとっても，いちど自分の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チチ！一一卓足場をたしかめるうえで，本書はまたとない水先案内といえる。
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